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本
書
は
、
ソ
連
崩
壊
に
よ
っ
て
変
容
し
た
ロ
シ
ア
史
研
究
の
蓄
積
を
ふ
ま

え
て
、
日
本
の
ロ
シ
ア
史
研
究
者
が
ど
の
よ
う
な
視
角
を
用
い
て
新
た
な
歴

史
像
を
構
築
し
て
い
る
か
を
歴
史
に
関
心
を
持
つ
幅
広
い
読
者
に
提
示
し
て

い
る
。
本
書
は
六
部
か
ら
な
る
が
、
紙
幅
の
関
係
上
、
お
も
に
前
半
三
部
の

内
容
を
紹
介
し
た
い
。 

 

第
Ⅰ
部
は
、
ロ
シ
ア
帝
政
期
を
扱
っ
て
い
る
。
田
中
良
英
「
戦
時
体
制
か

ら
平
時
体
制
へ
」は
、近
衛
武
官
の
軍
人
た
ち
が
皇
帝
に
宛
て
た
嘆
願
書
が
、

政
策
決
定
の
情
報
源
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
、
十
七
世
紀
の
集
団
嘆
願

と
異
な
り
、
エ
リ
ー
ト
が
個
別
に
皇
帝
の
恩
寵
を
求
め
る
様
式
を
「
君
主
と

の
垂
直
的
紐
帯
を
重
視
す
る
意
識
の
変
化
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
青
島
陽
子

「
大
改
革
と
グ
ラ
ス
ノ
ス
チ
」
は
、
大
改
革
期
の
教
育
改
革
の
中
で
中
等
学

校
教
員
た
ち
が
、
自
己
の
利
益
を
認
識
し
つ
つ
、
職
業
倫
理
を
向
上
さ
せ
、

教
育
分
野
に
お
け
る
公
的
な
活
動
を
推
進
し
て
い
く
姿
を
描
き
、
大
改
革
が

ロ
シ
ア
型
の
市
民
社
会
発
生
の
契
機
と
な
っ
た
と
論
じ
る
。
巽
由
樹
子
「
帝

政
期
ロ
シ
ア
の
定
期
刊
行
物
と
科
学
、
宗
教
、
革
命
」
は
、
科
学
雑
誌
と
宗

教
雑
誌
を
出
版
し
て
い
た
ソ
イ
キ
ン
社
に
着
目
し
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十

世
紀
初
頭
の
ロ
シ
ア
出
版
事
業
に
お
け
る
科
学
と
宗
教
の
関
係
性
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。 

 

第
Ⅱ
部
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
末
期
の
民
族
地
域
の
諸
問
題
を
扱
う
二
つ
の
論

文
か
ら
な
る
。
宇
山
智
彦
「
セ
ミ
パ
ラ
チ
ン
ス
ク
州
知
事
ト
ロ
イ
ニ
ツ
キ
ー

と
カ
ザ
フ
知
識
人
弾
圧
」
は
、
一
州
知
事
の
カ
ザ
フ
民
族
統
治
の
あ
り
方
を

通
じ
て
、
異
民
族
に
対
す
る
抑
圧
的
な
統
治
が
か
え
っ
て
民
族
運
動
の
成
長

を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
、
多
様
な
史
料
を
用
い
て
描
き
出

し
て
い
る
。
長
縄
宣
博
「
ロ
シ
ア
・
ム
ス
リ
ム
が
み
た
二
十
世
紀
初
頭
の
オ

ス
マ
ン
帝
国
」
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
タ
タ
ー
ル
語
文

献
を
新
た
な
視
点
か
ら
読
み
直
し
て
、
ロ
シ
ア
の
ム
ス
リ
ム
知
識
人
が
民
族

と
い
う
単
位
を
重
視
す
る
思
想
や
前
提
と
す
る
ロ
シ
ア
市
民
と
し
て
の
立
ち

位
置
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

 

第
Ⅲ
部
は
、
二
十
世
紀
前
半
の
ロ
シ
ア
・
ソ
連
期
を
扱
っ
て
い
る
。
佐
藤

正
則「
二
十
世
紀
初
頭
ロ
シ
ア
・
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
思
考
様
式
と
世
界
観
」

は
、
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
と
ボ
グ
ダ
ー
ノ
フ
と
い
う
二
人
の
ロ
シ
ア
・
マ
ル
ク
ス

主
義
者
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
論
争
を
現
在
の
研
究
状
況
の
中
で
と
ら
え

直
し
、
両
者
が
実
は
「
一
元
論
・
唯
物
論
・
最
新
の
自
然
科
学
を
思
考
す
る

と
い
う
共
通
し
た
価
値
観
」
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

池
田
嘉
郎
「
敗
北
後
の
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
」
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
議
長
と
し
て

著
名
な
共
産
党
指
導
者
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
が
一
九
三
三
年
に
執
筆
し
長
ら
く
未

発
表
で
あ
っ
た
回
想
と
メ
モ
の
分
析
を
通
し
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
政
治
闘

争
に
敗
北
し
た
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
の
レ
ー
ニ
ン
観
を
考
察
し
て
い
る
。
神
長
英

輔
「
樺
太
の
「
ロ
シ
ア
人
」」
は
、
日
本
統
治
下
の
樺
太
で
生
き
た
ロ
シ
ア
人

や
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
た
ち
の
生
活
実
態
と
そ
の
行
動
と
交
流
の
広
域
性
を
警
戒

し
た
日
本
の
当
局
が
厳
し
い
監
視
網
を
敷
い
た
事
を
解
明
し
て
い
る
。
中
嶋

毅
「
あ
る
亡
命
ロ
シ
ア
人
の
半
生
」
は
、
在
満
白
系
ロ
シ
ア
人
マ
ト
コ
フ
ス 
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キ
ー
の
生
涯
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
、
白
系
ロ
シ
ア
人
社
会
の
一
側
面
を

あ
ぶ
り
だ
し
、
常
に
ソ
連
と
の
関
係
の
中
で
自
ら
の
位
置
を
定
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
亡
命
者
の
苦
悩
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

本
書
は
、ソ
連
時
代
に
日
の
目
を
見
る
こ
と
の
な
か
っ
た
新
史
料
の
利
用
、

既
存
の
史
料
を
現
在
の
問
題
意
識
か
ら
読
み
直
す
作
業
や
新
た
な
研
究
方
法

を
駆
使
し
た
を
駆
使
し
た
諸
論
文
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
史
研
究

の
現
在
を
広
く
伝
え
る
こ
と
を
目
指
し
た
良
書
で
あ
る
。 

 

（
齋
藤
隆
介
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